
講 名

講師名 藤井 也

水戸市立博物館学芸員

講義日時 第 土曜 時～ 時 分

講料 1,650 ( 回分 税込

講 容

講 名

講師名 原田 博夫

専修大学名誉教授

講義日時 第 水曜 時～ 時 分

講料 2,640 ( 回分 税込

講 容

オ プン講  

Ｎew 現代社会 幸福感：ソ ャル ャ タル／ ル ング 観点
    場所 くば教室

過 富裕を戒 教訓 古来 数多くあ 一方 世紀半ば以降 経済 策 目標 高い
GDP成長率 あ 乖離を埋 ル ング あ

ル ング 寧 幸福 満足 基本的 主観的 概念 標準的 主
経済財 サ を扱う 経済学 焦点を当 計測 時系列的あ い 地域横断
型 共通 方法論 確立 い あ タ 的 蓄積 不十分 あ 近年

経済 策 代替的 目標 く 企業 組織 経営 マネ メン 目標 手段
効性 注目 い

Ｎew 地域領主 見 茨城 戦国時代―県央 県西編― 場所 水戸教室

茨城 戦国時代 主役 佐竹氏
常陸 総各地 独立 地域を支配 戦国時代 領主 動向を 拠点 城や地域支配 あ
方 注目 紹 い

  笠間城主笠間氏
    山尾城主宍戸氏
    真壁城主真壁氏

郷土 歴史や文化 時流を え マ い わ や く 話
オ プン講 多く 皆 参加い く開催 藝文友 会会員 優待 準 料金 講い



講 名

講師名 佐 賢治

神奈川大学名誉教授

講義日時

講料 2,640 ( 回分 税込

講 容

携先：石岡市教育委員会文化振興課 場所 くば教室

講 名

講師名

講義日時

舟塚山古墳 谷仲 俊雄

常陸国府 国分寺 小杉山 大輔

府中城 竹 智晴

舟塚山古墳

諸費用 1,980 ( 回分 税込

講 容

第 第 金曜 時～ 時 分

Ｎew 鰻 鯰－民間信仰 深層－ 場所 くば教室

石岡市 古墳時代 古代 中世 常陸国 中心 あ 地域 回 講 舟塚
山古墳 常陸国府 国分寺 府中城を 紹

土用 丑 日 近 く ナ 蒲焼 い 漂う 万葉集 滋養 あ 食物 詠わ
一方 鰻を捕食 村八分 処 明文化 村 あ 現在 丑 寅年人 本尊 虚空蔵菩
薩 関係 食べ い人 い 鰻 神話 背景 日本人 起源を探

江戸時代 ２年 大地震 神無 鹿島 神 出雲 出 留 を狙い 要石 頭を押
え い 地震鯰 解 大暴 起因 云う 直後 破壊者 救済者 両様

鯰絵 江戸市中 大 出回 鯰絵 を通 江戸庶民 メ 待望 両義的 深
層心理を読 解く

Ｎew 常陸国府石岡 歴史

小杉山 大輔 石岡市教育委員会文化振興課副参事

谷仲 俊雄 石岡市教育委員会文化振興課課長補佐

竹 智晴 石岡市教育委員会文化振興課主任

第 水曜 時～ 時 分

東日本第 位 規模を誇 舟塚山古墳 い
最新 調査 研究成果 迫

常陸国府跡や常陸国分寺跡 い 発掘調査
成果 当時 様子を紹

府中城を中心 中世国府 い
調査 研究成果を紹



携先：稲敷市立歴史民俗資料館 場所 くば教室

講 名

講師名

講義日時

諸費用 880 回分 税込

講 容

Ｎew 常陸国 中世刀鍛冶集団 ～愛 べ 郷土刀 魅力

森田 忠治 稲敷市立歴史民俗資料館学芸係長

第 金曜 時～ 時

や い日本刀 歴史 鑑賞 基礎 茨城県指定文化
財 岡澤文書 や現存 岡澤九郎兵衛一門 刀剣 作風 変遷
鉄砲 銘文 地歴的概観 中世 いう時代 現在 稲敷
地域 活躍 刀鍛冶 実像 彼 を支配 置い 領主

関係を紹
日本刀 名物 名刀数あ 中 郷土刀を愛 意

味を一緒 考え う



受講 い講座 実施 教室へ、 電話 申 込 く い

水戸教室
ー ー

つく 教室
ー ー

受講生情報 確認
初め 受講 方 受講生情報 登録い

•受講す ご本人様 氏名を 伺いし す
• 名前 字 読 方を 伺いし す氏 名

•郵便番号 らアパート た マンション名、
部屋番号 正確に 伺いし す住 所

•日中、ご連絡 取 番号を 伺いし す連絡先
•藝文友 会入会 有無
•生年 西暦
•藝文センター 受講履歴 等

そ 他預 個人情報 、藝文センター
運営以外 目的 使用い

申 込 手順



支払い後に 受講票 渡 、 郵送い
受講票 提示い く場合 い 、受講 際に 必 携帯 く い

受講料 支払い方法 選びく い

お振込み

各金融機関 指定 口座へ 振込 く い

振込 方に 振込 先 記載 書類 送付
利用 金融機関 手数料 各自 負担く い

ネットバンキン A T M

ご来館

口座振替
藝文友 会会員 可

各教室 窓口 支払いく い

レジット 現金

藝文友 会に 入会 場合 別途 手続 必要

申 込 完了


